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5月臨時会後に８人の新任議員を対象に研修会を開催しました。
当日は本市自治の最高規範となる自治基本条例や総合計画等について担当課より説明を受けたほか、
市議会における定例会の流れやタブレットの操作方法について、研修が行われました。

研
修
会
を
受
け
た
感
想
は

・��

新
し
い
栃
木
の
実
現
の
た
め
、
情
熱

と
使
命
感
を
持
と
う
と
決
意
し
た
。

・��

使
命
と
責
任
を
改
め
て
学
ん
だ
。
初

心
を
忘
れ
ず
市
民
目
線
で
働
く
。

・��

市
民
の
た
め
に
働
く
決
意
を
新
た
に

し
た
。

・��
議
員
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
。
初
心

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
活
動
し
て
い
く
。

・��

栃
木
市
議
会
基
本
条
例
の
内
容
を
肝

に
銘
じ
、恥
じ
な
い
行
動
を
し
た
い
。

・��

議
員
と
し
て
今
や
る
べ
き
こ
と
を

し
っ
か
り
着
実
に
行
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
た
。

目
指
す
議
員
像
は

・��

学
び
を
力
に
、
ま
ち
の
未
来
を
つ

く
っ
て
い
け
る
市
議
会
議
員
で
あ
り

た
い
。

・��

現
場
第
一
で
市
民
に
寄
り
添
い
続
け

る
議
員

・��

多
様
な
意
見
に
耳
を
傾
け
、
客
観
的

に
物
事
を
判
断
で
き
る
議
員

・��

市
民
目
線
を
忘
れ
ず
、
常
に
明
る
い

未
来
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
む
議

員
・��

市
民
の
声
を
形
に
す
る
行
動
力
あ
る

議
員
を
目
指
す
。

・��

市
民
目
線
で
話
を
聞
き
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
対
応
す
る
。

・��

一
人
一
人
に
寄
り
添
い
、
耳
を
傾
け

何
事
に
も
真
剣
に
取
り
組
む
議
員

議員活動スタート！（新任議員研修会）

議
会
に
望
む
こ
と
は

・��

市
民
と
の
対
話
を
重
ね
、
声
が
真
っ

す
ぐ
届
く
議
会
運
営
を
強
く
望
む
。

・��

言
動
と
行
動
の
一
致
を
望
む
。

・��

活
発
な
議
論
を
重
ね
、
市
民
と
共
に

未
来
を
創
る
議
会

・��

市
民
の
声
が
届
き
、
活
発
な
議
論
が

で
き
る
議
会

・��

議
会
の
見
え
る
化
を
実
践
し
、
身
近

な
存
在
と
し
て
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。

・��

議
員
に
な
り
た
い
と
思
う
人
が
増
え

る
よ
う
な
議
会
活
動

・��

議
員
・
執
行
部
関
係
な
く
全
員
で
明

る
い
栃
木
の
実
現
に
向
け
、
議
論
で

き
る
議
会

（
特
集
担
当
：
岩
崎
委
員・船
田
委
員
）研修を受ける新任議員

市議会広報委員会

新しいメンバーが決まりました新しいメンバーが決まりました
　改選に伴い、市議会広報委員会のメンバーも新しくなりま
した。皆さまに読んでいただける「市議会だより」の作成に
今後も取り組んでまいります。

【各委員の抱負】
・広瀬　委員長　議会と市民の皆さまを結ぶ、広報委員会の委員長として、理解しやすい紙面づくりを目指します！
・石川副委員長　市民の皆さまに議会を身近に感じていただけるよう、分かりやすく伝わる広報に努めます。
・岩崎　委　員　開かれた議会の今を市民に分かりやすく届け、市民と議会をつなぐ役割に努めていきます。
・船田　委　員　市民の皆さまが、分かりやすく読みやすい紙面をお届けできるよう努めてまいります。
・傳法谷委　員　「今」を生きる市民全員が本市の未来を創る宝であり、主役であることを伝えていきたい。
・野尻　委　員　市政に興味を持ってもらえる広報紙を作っていきたいと思います。
・小平　委　員　連続9年目の広報委員です。市民の皆さまに興味を持って読んでいただける広報に努めます。
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　表紙写真では、改選後の新たな議員構成と議席をご紹介し
ています。市民の皆さまに議会をより身近に感じていただく
ため、議員一人一人の顔ぶれと配置を掲載しました。今号は
新しい議会広報委員会による最初のとちぎ市議会だより定例
会号の発行となります。
　これからも市民の皆さまと議会をつなぐ架け橋として、分
かりやすい情報発信に努めてまいります。
� （表紙担当：広瀬委員長・石川副委員長）

表紙の写真 改選後の議会がスタート

改選後、議員全員が初めて登庁しました（議員全員協議会）

議会人事等が決定しました（5月臨時会）

5月８日の議員全員協議会で、以下のことを協議しました。
　主な協議事項等
　（１）市議会臨時会の会期及び議事日程について
　（２）議会提出予定案件について
　　（ア）議長、副議長の選挙
　　（イ）議席の決定
　　（ウ）常任委員の選任
　　（エ）議会運営委員の選任
　　（オ）栃木市選挙管理委員会委員及び同補充委員の選挙
　　（カ）栃木県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙

　５月18日に行われた５月臨時会では、正副議長が選出され、議会人事等が決定したほか、琴寄市長
より栃木市自治基本条例第18条第3項の規定に基づき、市長の就任にあたり、市民自治を実現するため、
本市の代表者として公平、公正かつ誠実に職務を遂行する旨の宣誓がありました。
　また、報告1件のほか、監査委員の選任など議案４件が審議され、全て原案のとおり承認または同意
されました。
※賛否が分かれた議案等の各議員の賛否は以下のとおりです。

議員全員協議会での協議の様子

番　号 件　名
採
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27
岩
崎
洋
則

船
田
美
香

傳
法
谷
　
三
保
子

深
野
武
造

野
尻
正
彦

永
島
　
勝

宮
本
陽
介

石
川
悦
史

市
村
　
隆

川
田
俊
介

小
太
刀
　
孝
　
之

雨
宮
茂
樹

小
平
啓
佑

浅
野
貴
之

大
浦
兼
政

青
木
一
男

大
谷
好
一

内
　
海
ま
さ
か
ず

大
阿
久
　
岩
　
人

氏
家
　
晃

小
堀
良
江

福
富
善
明

白
石
幹
男

天
谷
浩
明

中
島
克
訓

広
瀬
義
明

針
谷
正
夫

創
政
会

公
明
党
議
員
会

無
会
派

公
明
党
議
員
会

か
が
や
き

無
会
派

と
ち
ぎ
希
望

真
政
ク
ラ
ブ

真
政
ク
ラ
ブ

真
政
ク
ラ
ブ

創
政
会

公
明
党
議
員
会

と
ち
ぎ
希
望

無
会
派

と
ち
ぎ
未
来

と
ち
ぎ
未
来

と
ち
ぎ
未
来

無
会
派

真
政
ク
ラ
ブ

無
会
派

真
政
ク
ラ
ブ

真
政
ク
ラ
ブ

無
会
派

無
会
派

か
が
や
き

と
ち
ぎ
未
来

か
が
や
き

議 案 
第60号

市長の専決処分事項の承認について
（栃木市国民健康保険税条例の一部
を改正する条例の制定）

承
認○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ● ● ○ ○ ○

○：賛成　●：反対　ー：議長のため採決に加わらない
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6
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と（
主
な
議
案
等
）

６
月
定
例
会
で
審
査
し
た
主
な
議
案
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

議
案
の
概
要

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
８
８
９
７ 

万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
７
７
０ 

億
７
８
９
７
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

主
な
質
疑
応
答

分
署
施
設
改
修
事
業
費

質　
消
防
署
岩
舟
分
署
給
湯
設
備
改

修
工
事
の
内
容
は

答　

設
置
か
ら
18
年
が
経
過
し
て
い
た

既
存
の
機
器
が
故
障
し
、
修
理
用
の
部
品

の
調
達
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
た
め
、
こ

れ
を
撤
去
し
、
新
た
な
給
湯
設
備
を
設
置

す
る
も
の
で
あ
る
。

民
間
保
育
所
等
物
価
高
騰
対
策
補
助
金

質　
補
助
金
の
交
付
対
象
期
間
は

答　

令
和
８
年
度
分
と
し
て
４
月
１
日

分
か
ら
を
対
象
と
す
る
。

農
産
物
Ｐ
Ｒ
事
業
費

質　
東
武
鉄
道
の
新
た
な
ラ
ッ
ピ
ン
グ

ト
レ
イ
ン
へ
の
広
告
掲
出
に
係
る
分
担

金
を
支
出
す
る
予
定
の
団
体
数
は

答　

沿
線
の
自
治
体
で
あ
る
栃
木
市
、

宇
都
宮
市
、日
光
市
、鹿
沼
市
、壬
生
町
、

栃
木
県
の
全
６
団
体
で
あ
る
。

議
案
の
概
要

　
栃
木
文
化
会
館
大
規
模
改
修
舞
台
設
備

工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

質　
入
札
の
状
況
は

答　

本
件
で
は
条
件
付
き
一
般
競
争
入

札
を
実
施
し
、
市
外
業
者
の
入
札
も
可
能

で
あ
っ
た
が
、
応
札
は
１
者
の
み
で
あ
っ

た
。

※�

栃
木
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
他
３
件

の
大
規
模
改
修
工
事
に
関
す
る
議
案
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
意
見

採
択
す
べ
き
（
賛
成
）

・�

こ
の
ま
ま
で
は
病
院
の
経
営
が
困
難
と

な
り
、
市
民
の
命
が
危
う
く
な
る
と
懸

念
さ
れ
る
。
訪
問
介
護
事
業
所
も
減
っ

て
き
て
お
り
、
そ
の
根
本
に
あ
る
の
は

介
護
職
員
の
報
酬
の
低
さ
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
問
題
を
改
善
す
る
に
は
、
診

療
報
酬
お
よ
び
介
護
報
酬
の
増
額
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
本
陳
情
を

採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

不
採
択
と
す
べ
き
（
反
対
）

・�

医
療
・
介
護
報
酬
の
期
中
改
定
に
つ
い

て
は
他
の
社
会
保
障
費
と
の
兼
ね
合
い

も
あ
り
慎
重
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
本
陳
情
の
根
拠
と
な
っ
た
資
料

で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
率
が
３
・

４
％
と
の
こ
と
で
意
見
の
偏
り
が
見
ら

れ
る
と
考
え
る
た
め
、
本
陳
情
を
不
採

択
と
す
べ
き
で
あ
る
。

可決  全会一致

一般会計補正
予算（第1号）

議案第62号　
令和８年度一般会計
補正予算（第１号）

採択 採　択	 20
不採択	 ６

国への意見書
提出を

陳情第1号　医療・介護提
供体制の維持に向けた意見
書提出を求める陳情書

●庁用自動車ＺＥＶ化事業費
	 5,243万円
●�民間保育所等物価高騰対策補

助金	 2,010万円 
●分署施設改修事業費
	 561万円
●市単独農業農村整備事業費
	 370万円
※金額は増額（１万円未満切り捨て）

〈〈補正予算の主な内容〉〉

今後改修が予定されている
栃木文化会館

可決 賛成	 24
反対	 2

議案第70号　工事請負契約
の締結（栃木文化会館大規
模改修舞台設備工事）

栃木文化会館の
大規模改修を実施
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※その他の議案等は全会一致で可決されました。

議案等の審議結果
　６月定例会では、議案14件、陳情１件、議員提出議案１件が審査されました。
　賛否が分かれた議案等の各議員の賛否は以下のとおりです。

○：賛成　●：反対　討：賛成または反対討論を行った議員

番　号 件　名
採
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27
岩

崎

洋

則

船

田

美

香

傳
法
谷
　
三
保
子

深

野

武

造

野

尻

正

彦

永

島

　

勝

宮

本

陽

介

石

川

悦

史

市

村

　

隆

川

田

俊

介

小
太
刀
　
孝
　
之

雨

宮

茂

樹

小

平

啓

佑

浅

野

貴

之

大

浦

兼

政

青

木

一

男

大

谷

好

一

内
　
海
ま
さ
か
ず

大
阿
久
　
岩
　
人

氏

家

　

晃

小

堀

良

江

福

富

善

明

白

石

幹

男

天

谷

浩

明

中

島

克

訓

広

瀬

義

明

針

谷

正

夫
創
政
会

公
明
党
議
員
会

無
会
派

公
明
党
議
員
会

か
が
や
き

無
会
派

と
ち
ぎ
希
望

真
政
ク
ラ
ブ

真
政
ク
ラ
ブ

真
政
ク
ラ
ブ

創
政
会

公
明
党
議
員
会

と
ち
ぎ
希
望

無
会
派

と
ち
ぎ
未
来

と
ち
ぎ
未
来

と
ち
ぎ
未
来

無
会
派

真
政
ク
ラ
ブ

無
会
派

真
政
ク
ラ
ブ

真
政
ク
ラ
ブ

無
会
派

無
会
派

か
が
や
き

と
ち
ぎ
未
来

か
が
や
き

議 案
第67号

工事請負契約の締結について（栃木文
化会館大規模改修建築工事）

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
の
た
め
採
決
に
は
加
わ
ら
な
い

○ ○ ● 
討

○ ○ ○ ○

議 案
第68号

工事請負契約の締結について（栃木文
化会館大規模改修電気設備工事）

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 

討
○ ○ ○ ○

議 案
第69号

工事請負契約の締結について（栃木文
化会館大規模改修機械設備工事）

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 

討
○ ○ ○ ○

議 案
第70号

工事請負契約の締結について（栃木文
化会館大規模改修舞台設備工事）

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● 

討
○ ○ ○ ○

陳 情
第 1 号

医療・介護提供体制の維持に向けた意
見書提出を求める陳情書

採
択○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

議 員 提 出
議案第2号

地域医療・介護提供体制の維持に向け
た支援を求める意見書

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

議
案
第
67
・
68
・
69
・
70
号
の
討
論（
抜
粋
）

反
対
（
白
石
議
員
）

「
予
定
価
格
の
事
前
公
表
の
見
直
し
を

検
討
す
べ
き
」

　

今
回
の
４
議
案
は
、
栃
木
文
化
会
館

の
大
規
模
改
修
工
事
請
負
契
約
に
関
す

る
入
札
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
事
後
審
査

型
条
件
付
き一般
競
争
入
札
で
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

議
案
第
67
号
が
99
・
92
％
、
議
案
第

68
号
が
96
・
94
％
、
議
案
第
69
号
が
96
・

96
％
、
議
案
第
70
号
が
99
・
99
％
と
、

い
ず
れ
の
議
案
も
非
常
に
高
い
落
札
率
で

あ
り
、
全
国
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
連
絡
会

議
は
過
去
の
訴
訟
や
調
査
等
を
踏
ま
え
、

落
札
率
95
％
以
上
を
談
合
の
疑
い
が
極

め
て
強
い
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回

の
４
議
案
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

予
定
価
格
の
事
前
公
表
は
、
職
員
に

対
し
て
予
定
価
格
を
探
ろ
う
と
す
る
等

の
不
正
行
為
の
防
止
が
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

あ
げ
ら
れ
る
が
、
談
合
が
容
易
に
行
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
な
ど
の
弊
害
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
た
め
、
予
定
価
格
の
事
前

公
表
の
見
直
し
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

財
政
再
建
に
向
け
て
よ
り
競
争
性
と

透
明
性
あ
る
入
札
制
度
に
改
革
す
る
こ

と
で
、
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

求
め
、
反
対
す
る
。

市民の意見・要望等を議会に提出することができます
　市民の皆さんは請願書・陳情書により、市議会に対して政治や行政に関する意見や要望を述べるこ
とができます。（市議会議員の紹介があるものを請願書として、ないものを陳情書として受け付けま
す。）
　提出時期によっては、日程の関係で、直近の定例会において審議することができなくなる可能性も
ありますので、提出のご意向がある場合には、あらかじめお問い合わせください。
� ☎議会事務局　TEL 0282-21-2505
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栃
木
市
の
未
来
像
は

　
市
長
の
今
回
の
選
挙
戦
で
は
「
未
来
を

ひ
ら
く
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と「
暮

ら
し
や
す
さ
日
本
一
を
目
指
す
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、「
当
た
り
前
の
暮
ら
し
が

当
た
り
前
に
う
ま
く
回
り
、
日
常
が
心
地

よ
く
未
来
が
楽
し
み
に
な
る
栃
木
市
を
つ

く
る
」
と
も
う
た
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
市
の
未
来
像
を
描
い
て
い
る
の
か
。

答
弁
琴
寄
市
長

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
く

住
み
続
け
た
い
と
思
う
栃
木
市

　
私
が
掲
げ
る「
未
来
を
ひ
ら
く
」と
は
、

十
年
後
を
見
据
え
、
困
難
な
課
題
に
も
真

摯
に
取
り
組
み
、
一
つ
一
つ
着
実
に
乗
り

越
え
る
こ
と
で
、
そ
の
成
果
を
未
来
へ
と

つ
な
ぎ
、
次
の
世
代
へ
希
望
あ
る
栃
木
市

を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　
現
在
、
本
市
は
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
、
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
直
面
し
て
い
る
が
、
私
は
課
題
が

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
守
り
に
入
る
の
で
は

な
く
、
本
市
の
持
つ
強
み
を
生
か
し
な
が

ら
新
た
な
可
能
性
を
切
り
開
い
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
私
が
目
指
す
栃
木
市
の
未
来
は
、
子
ど

も
た
ち
が
夢
や
希
望
を
持
っ
て
成
長
し
、

若
い
世
代
が
住
み
続
け
た
い
と
思
い
、
高

齢
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
誰
も
が
暮

ら
し
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
で
あ
る
。

　

ま
た
、
産
業
や
観
光
、
農
業
な
ど
の
地

域
資
源
を
生
か
し
、
地
域
経
済
が
活
性
化

す
る
と
と
も
に
、
市
民
一
人
一
人
が
栃
木

市
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、「
こ
の
ま
ち

に
住
み
続
け
た
い
」「
こ
の
ま
ち
を
次
の

世
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち

を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
実
現
に

向
け
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
共
に
、

栃
木
市
の
未
来

を
ひ
ら
い
て
い

く
。

●
市
長
の
市
政
運
営

〇
不
法
投
棄
問
題

青木 一男 議員

とちぎ未来

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
費
用

補
助
制
度
の
導
入
を

　
本
市
は
木
造
建
築
物
が
多
く
地
震
に
よ

る
建
物
の
倒
壊
や
火
災
の
同
時
多
発
等
の

大
規
模
被
害
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
大
地
震
が
起
き
た
際
、
一
旦
は
停
電
す

る
が
使
用
中
の
電
気
ス
ト
ー
ブ
が
倒
れ
周

囲
の
可
燃
物
が
覆
い
被
さ
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
電
気
が
復
旧
す
る
と
ス
ト
ー
ブ
が
作
動

し
て
出
火
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
通
電

火
災
の
防
止
策
と
し
て
有
効
な
の
が
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
で
あ
り
、
近
隣
市
町

で
も
設
置
費
用
の
補
助
が
導
入
さ
れ
た
。

本
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
本
名
消
防
長

通
電
火
災
の
防
止
に
有
効
で
あ

る
た
め
導
入
に
向
け
研
究
を
進

め
る

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
地
震
に
よ
る
一

定
以
上
の
揺
れ
を
感
知
し
た
際
に
自
動
的

に
電
気
を
遮
断
す
る
装
置
で
あ
り
、
地
震

後
の
停
電
復
旧
時
に
発
生
す
る
通
電
火
災

の
防
止
に
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
費
用
に
対
す

る
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
既
に
導
入
し

て
い
る
自
治
体
の
対
象
要
件
、事
業
効
果
、

財
政
的
負
担
等
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、火
災
の
未
然
防
止
に
向
け
て
は
、

家
庭
や
職
場
の
み
な
ら
ず
、
地
域
全
体
で

防
火
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
た
め
、
引
き
続
き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
と
ち
ぎ
へ
の
掲
載
、
各
種
訓
練
や
出

前
講
座
の
実
施
等
を
通
じ
て
、
防
火
意
識

の
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
本
市
の
防
災
減
災

○
本
市
の
観
光
振
興

小太刀 孝之 議員

創政会
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さ
ら
な
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
獲

得
に
向
け
て
新
た
な
コ
ー
ス
の

創
設
を

　
全
て
の
関
係
部
局
が
連
携
し
て
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
さ
ら
な
る
獲
得
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
が
、
未
来
に
向
け
て
今
後

ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
ふ
る
さ
と
納
税
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
宇
都
宮
市
で
の
ク
マ
出
没
事
件

は
本
市
も
他
人
事
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
趣
旨
に
鑑
み
、
自
分
の

故
郷
を
守
る
た
め
の
「
ク
マ
対
策
準
備

コ
ー
ス
」
を
設
け
る
こ
と
へ
の
見
解
を
併

せ
て
伺
う
。

答
弁
押
山
総
合
政
策
部
長

栃
木
市
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い

た
だ
き
、
継
続
的
な
寄
附
に
つ

な
げ
て
い
く

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
自
主
財
源
の
確
保

に
加
え
、
返
礼
品
を
通
じ
た
地
場
産
業
の

振
興
や
本
市
の
魅
力
発
信
に
有
効
な
制
度

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
今
後
に
つ
い
て
も
、
本
市

な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
開
発
・

充
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
を
活
用
し
た
効
果
的
な
情
報
発

信
に
努
め
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
本
市
の
魅
力
や
地
域
資
源
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
に
栃

木
市
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
継
続
的
な
寄
附
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
ま
た
、
ク
マ
対
策
の
財
源
確
保
に
ふ
る

さ
と
納
税
を
活
用
す
る
こ
と
は
十
分
可
能

で
あ
り
、
ク
マ
だ
け
で
は
な
く
獣
害
対
策

の
財
源
と
し
て
関
係
部
局
と
協
議
し
て
い

く
。

〇
ふ
る
さ
と
納
税
で
集
め
た

　
寄
附
金
の
活
用

●
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

　
寄
附
金
の
獲
得
に
向
け
て

〇
若
者
・
女
性
活
躍
推
進
事
業

針谷 正夫 議員

かがやき

ア
レ
ル
ギ
ー
等
に
よ
り
給
食
が

食
べ
ら
れ
な
い
方
へ
の
支
援
を

　
今
年
度
か
ら
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
と

し
て
、
学
校
給
食
無
償
化
が
実
施
さ
れ
、

子
育
て
世
帯
へ
の
負
担
軽
減
が
な
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
理
由

に
よ
り
学
校
給
食
が
食
べ
ら
れ
ず
、
自
宅

か
ら
弁
当
を
持
参
し
て
い
る
世
帯
で
は
そ

の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
。
ア
レ
ル
ギ
ー

を
持
つ
お
子
さ
ん
を
持
つ
家
庭
は
、
毎
日

お
弁
当
を
作
る
労
力
、
ノ
ン
ア
レ
ル
ギ
ー

の
食
材
の
調
達
で
負
担
が
か
か
っ
て
い

る
。
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
と
言
う
な
ら

ば
、
弁
当
持
参
世
帯
へ
の
支
援
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答
弁
琴
寄
市
長

お
弁
当
を
持
参
す
る
家
庭
に
対

し
て
も
支
援
を
検
討
す
る

　
令
和
３
年
度
よ
り
学
校
給
食
の
無
償
化

を
実
施
し
た
小
学
６
年
生
、
中
学
３
年
生

の
児
童
生
徒
の
う
ち
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

等
に
よ
り
、
学
校
給
食
の
提
供
を
受
け
ら

れ
ず
、
弁
当
等
を
持
参
し
て
い
る
児
童
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
、
学
校
給
食
費
相
当

額
を
補
助
し
て
き
た
。

　
令
和
８
年
度
か
ら
は
、
学
校
給
食
の
完

全
無
償
化
に
伴
い
、
対
象
を
全
学
年
に
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
疾
病
や
宗
教
上
の
理

由
に
よ
り
、
学
校
給
食
が
食
べ
ら
れ
な
い

児
童
生
徒
に
つ
い
て
も
対
象
と
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に

気
を
配
り
な
が
ら
お
弁
当
を
作
る
保
護
者

の
負
担
は
か
な
り
大
き
い
も
の
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
他

自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
支

援
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

〇
１
０
０
条
委
員
会
報
告
書

　
へ
の
対
応
は

●
給
食
無
償
化
へ
の
対
応
は

内海 まさかず 議員

無会派
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家
事
シ
ェ
ア
が
つ
な
ぐ
、

増
え
る
笑
顔
と
や
さ
し
い
暮
ら
し

　

令
和
８
年
度
に
市
民
を
対
象
と
し
た

「
家
事
シ
ェ
ア
講
座
」
を
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
え
る
た
め

に
は
、
家
庭
内
に
お
け
る
家
事
・
育
児
の

負
担
を
家
庭
全
体
で
分
担
す
る
意
識
の
醸

成
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
う
し
た
講
座
は

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
果
た
す
も
の
と
考
え
る
。

　
「
家
事
シ
ェ
ア
講
座
」実
施
に
あ
た
り
、

時
期
や
規
模
、
講
座
の
内
容
や
目
的
と

い
っ
た
概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
茅
原
生
活
環
境
部
長

男
性
が
積
極
的
に
参
画
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

　
本
事
業
は
、
昨
年
度
に
実
施
し
た
職
員

ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
に

お
い
て
市
民
か
ら
い
た
だ
い
た
生
の
声
を

踏
ま
え
、
男
性
の
主
体
的
な
家
事
参
画
を

促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
新
規
事
業
で
あ

り
、
本
年
10
月
か
ら
来
年
1
月
に
か
け
て

開
催
を
予
定
し
、
延
べ
９
０
０
人
の
参
加

を
想
定
し
て
い
る
。

　
内
容
は
、
夫
婦
で
実
践
的
な
家
事
の
分

担
を
学
ぶ
「
家
事
シ
ェ
ア
講
座
」、
言
わ

な
く
て
も
分
か
る
か
ら
伝
え
合
う
へ
関
係

性
を
深
め
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講

座
」、
体
験
型
の
「
料
理
教
室
」
の
3
つ

の
講
座
を
実
施
す
る
。

　
こ
れ
ら
に
加
え
、
い
わ
ゆ
る
名
も
な
き

家
事
の
実
態
に
光
を
当
て
、
家
庭
内
で
の

主
体
的
な
参
画
を
促
す
内
容
の
男
女
共
同

参
画
講
演
会
を
、
大
平
文
化
会
館
に
お
い

て
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
女
性

に
偏
り
が
ち
で
あ
っ
た
家
事
・
育
児
に
つ

い
て
、
男
性
が
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
積

極
的
に
参
画
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
。

〇
道
路
交
通
法
改
正
に
伴
う

　
本
市
の
状
況

〇
任
期
満
了
に
伴
う
市
長
選

　
お
よ
び
市
議
選
の
振
り
返
り

●
栃
木
市
に
お
け
る
女
性
活
躍

　
の
推
進

岩崎 洋則 議員

　　創政会

第
１
子
の
保
育
料
の
助
成
で

子
育
て
世
帯
の
支
援
を
!!

　
「
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る
栃
木
市
」
を
目
指
し
、
子
育
て
世
帯
へ

の
支
援
と
し
て
、
新
た
な
施
策
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
現
在
、
国
の
保
育
事
業
に
お

い
て
無
償
化
が
さ
れ
て
い
な
い
第
１
子
の

０
歳
か
ら
２
歳
の
保
育
料
の
無
償
化
や
助

成
を
行
う
こ
と
で
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
も
応

え
る
こ
と
が
で
き
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支

援
に
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
を
伺
う
。

答
弁
琴
寄
市
長

子
育
て
世
帯
か
ら
選
ば
れ
る
ま

ち
と
な
る
た
め
第
１
子
保
育
料

助
成
を
検
討
す
る

　
本
市
の
子
育
て
施
策
は
、
こ
ど
も
計
画

に
基
づ
き
、
今
年
度
よ
り
赤
ち
ゃ
ん
誕
生

祝
金
の
拡
充
や
す
く
す
く
子
育
て
応
援
事

業
、
市
立
小
中
学
校
の
学
校
給
食
の
完
全

無
償
化
等
、
積
極
的
に
子
育
て
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
市
内
に
6
カ
所
の
児
童
館
、
17

カ
所
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
15
カ
所

の
保
育
園
、
お
よ
び
18
カ
所
の
認
定
こ
ど

も
園
等
が
あ
り
、
施
設
面
で
も
充
実
し
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
、
保
健
師
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
専
門
職
を
配
置
す
る
な
ど
、
子
育
て
に

関
す
る
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る
市
民
に
寄

り
添
い
な
が
ら
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
市
の
子
育
て
施
策
は

充
実
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
が
、
合
計

特
殊
出
生
率
は
例
年
全
国
平
均
を
下
回
る

な
ど
、「
住
み
や
す
い
ま
ち
」
に
向
け
て

は
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
ど
も
の
健
や
か
な

発
達
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
少
子
化
対
策

を
推
進
し
、
本
市
が
子
育
て
世
代
か
ら
住

み
続
け
た
い
ま
ち
と
し
て
選
ば
れ
る
た
め

に
も
、
新
た
な
施
策
と
し
て
、
第
１
子
保

育
料
の
助
成
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

●
市
長
の
目
指
す
栃
木
市

〇
栃
木
市
総
合
運
動
公
園
の

　
プ
ー
ル

〇
市
営
住
宅

雨宮 茂樹 議員

公明党議員会
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認
知
症
へ
の
理
解
の
普
及
と
啓

発
に
取
り
組
む
べ
き

　
国
の
「
認
知
症
基
本
法
」
に
は
、
認
知

症
に
な
っ
て
も
希
望
を
持
っ
て
日
常
生
活

を
過
ご
せ
る
社
会
を
目
指
す
「
共
生
」
と

認
知
症
の
発
症
を
遅
ら
せ
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
進
行
を
緩
や
か
に
す
る「
予
防
」

の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
認
知
症
施
策
は
、
医
療
や
介
護
だ
け
で

な
く
、
地
域
そ
の
も
の
に
関
わ
る
課
題
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
で
は
ど
の
よ
う
な

認
知
症
施
策
を
実
施
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁
寺
内
保
健
福
祉
部
長

「
共
生
」と「
予
防
」を
柱
と
し
て

各
種
認
知
症
施
策
を
推
進
し
て

い
る

　

本
市
で
は
、「
共
生
」
と
「
予
防
」
を

柱
と
し
て
認
知
症
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
希
望
を
持
っ
て
日

常
生
活
を
過
ご
せ
る
社
会
を
目
指
す
「
共

生
」
に
お
い
て
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
を
地
域
で
支
え
る
た
め
の
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
や
チ
ー
ム
オ

レ
ン
ジ
へ
の
活
動
支
援
の
ほ
か
、
見
守
り

シ
ー
ル
の
交
付
と
個
人
賠
償
責
任
保
険
へ

の
加
入
を
組
み
合
わ
せ
た
認
知
症
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
認
知
症
の
発
症
を
遅
ら
せ
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
進
行
を
穏
や
か
に
す
る「
予
防
」

に
お
い
て
は
、
認
知
症
の
初
期
の
段
階
か

ら
集
中
的
か
つ
包
括
的
に
関
わ
り
、
適
切

な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
た

め
の
認
知
症
初
期
集
中
支
援
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
、
脳
の
健
康
度
を
測

定
し
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け
づ

く
り
を
行
い
、
発
症
リ
ス
ク
の
軽
減
や
早

期
対
応
に
つ
な
が

る
認
知
症
予
防
教

室
を
実
施
し
て
い

る
。

〇
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の

　
推
進

●
認
知
症
施
策

〇
通
学
路
の
安
全
確
保
に

　
向
け
た
取
り
組
み

深野 武造 議員

　公明党議員会

子
ど
も
を
産
み
た
い
と
思
え
る

よ
う
な
魅
力
づ
く
り
を
！

　
日
本
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
長
期
的
に

低
下
し
、
現
在
は
１・
２
前
後
と
な
っ
て

い
る
。
過
去
最
低
水
準
の
出
生
数
は
数
十

年
に
わ
た
り
減
少
傾
向
で
、
直
近
も
前
年

を
下
回
る
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
結
婚
・
妊
娠
・
共

育
て
の
相
談
機
会
提
供
・
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
補
助
金
、
栃
木
市
こ
ど
も
計
画
の
策
定

を
行
い
、
少
子
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
少
子
化
対

策
の
効
果
と
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
毛
塚
こ
ど
も
未
来
部
長

出
生
数
の
減
少
に
対
す
る
施
策

の
充
実
が
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る

　
本
市
で
は
、
経
済
的
支
援
と
し
て
、
赤

ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
、
す
く
す
く
子
育
て

応
援
事
業
や
妊
婦
支
援
給
付
金
等
を
支
給

し
、
制
度
的
支
援
と
し
て
、
産
後
ケ
ア
事

業
や
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
保
育
制
度
の
充
実
等

に
努
め
て
き
た
。

　
ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
進
行

す
る
少
子
化
に
対
応
す
る
た
め
の
取
り
組

み
を
強
化
し
て
お
り
、
本
市
で
も
こ
ど
も

計
画
の
策
定
や
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の

設
置
な
ど
の
体
制
整
備
を
進
め
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支

援
の
提
供
や
、
多
方
面
か
ら
の
家
庭
へ
の

サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
子
育
て
に
対
し
、

安
心
感
を
抱
け
る
環
境
整
備
の
推
進
が
図

ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
市
外
へ
の
転
出
等
に
よ
る
若

者
の
減
少
や
、
少
子
化
の
傾
向
は
改
善
さ

れ
ず
、
依
然
と
し
て
深
刻
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、

特
に
、
出
生
数
の
減

少
に
対
す
る
第
１
子

対
策
を
含
め
た
施
策

の
充
実
が
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

〇
企
業
誘
致

●
少
子
化
対
策

船田 美香 議員

　公明党議員会
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市
が
地
方
公
営
企
業
を
つ
く
り

農
業
を
支
援
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か

　
農
業
の
現
状
を
考
え
る
と
、
農
業
者
の

高
齢
化
、
担
い
手
不
足
が
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
が
食
料
の
安

定
確
保
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
食
料
を
安
定
確
保
す
る
た
め
に
、
地
方

自
治
体
が
そ
の
責
任
に
お
い
て
、
地
方
公

営
企
業
を
つ
く
り
、
農
家
の
一
部
、
あ
る

い
は
ほ
と
ん
ど
を
運
営
し
、
農
業
生
産
団

体
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
、
市
に
よ
る
地
方
公
営
企
業
の
設
立

の
考
え
を
伺
う
。

答
弁
髙
野
産
業
振
興
部
長

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
し

て
い
く

　
農
業
の
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
農
業
・

農
村
を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
何

ら
か
の
公
的
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
自
治
体
が
地
方
公
営
企
業
を
設
立
し
、

農
業
を
経
営
す
る
こ
と
は
、
地
域
農
業
の

仕
組
み
を
大
胆
に
変
え
て
い
く
も
の
で
あ

る
。

　
地
方
公
営
企
業
の
設
立
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
利
点
、
課
題
が
あ
る
の
か
に

つ
い
て
、
農
家
の
方
や
農
業
関
係
団
体
、

関
係
機
関
等
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討

し
て
い
く
。

●
農
業
施
策

〇
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

〇�

百
条
委
員
会
か
ら
出
さ
れ

た
報
告
書
へ
の
対
応

天谷 浩明 議員

無会派

若
者
が
挑
戦
で
き
る

栃
木
市
実
現
の
た
め
に
！

　
産
業
団
地
整
備
後
も
継
続
的
な
雇
用
創

出
が
必
要
だ
が
、財
政
的
制
約
も
あ
る
中
、

若
者
は
補
助
金
の
有
無
よ
り
も
挑
戦
で
き

る
環
境
や
将
来
へ
の
希
望
で
地
域
を
選
ぶ

た
め
、
雇
用
政
策
は
ま
ち
づ
く
り
政
策
で

も
あ
る
。

　

地
域
未
来
投
資
促
進
法
活
用
を
踏
ま

え
、
若
者
が
定
住
・
帰
還
し
た
く
な
る
雇

用
や
産
業
の
姿
へ
の
所
見
お
よ
び
企
業
誘

致
・
地
元
企
業
支
援
・
就
業
支
援
・
観
光
・

農
業
・
企
業
支
援
を
組
み
合
わ
せ
た
人
口

減
少
対
策
の
進
め
方
を
伺
う
。

答
弁
琴
寄
市
長

「
暮
ら
し
や
す
さ
日
本
一
の
栃

木
市
」を
目
指
し
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く

　
雇
用
の
確
保
に
対
す
る
市
民
の
期
待
が

高
ま
る
中
、
若
者
の
定
着
に
つ
な
が
る
雇

用
の
創
出
は
、
人
口
減
少
対
策
に
お
い
て

重
要
な
施
策
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
本
市
は
、交
通・物
流
面
で
の
好
立
地
、

豊
富
な
地
域
資
源
を
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
稼
げ
る
栃
木
市
」
の
実
現
に
向
け
、

引
き
続
き
、
産
業
団
地
の
整
備
を
行
う
と

と
も
に
、
地
域
未
来
投
資
促
進
法
の
活
用

に
よ
る
民
間
事
業
者
の
開
発
支
援
を
推
進

し
、
若
者
の
活
躍
が
期
待
で
き
る
企
業
の

誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
は
、
若
者
が
能
力
を

充
分
に
発
揮
し
、
意
欲
を
持
っ
て
働
け
る

就
労
環
境
を
構
築
す
る
若
者
・
女
性
活
躍

推
進
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
産
業

の
各
分
野
に
お
い
て
、
若
者
が
新
し
い
ア

イ
デ
ア
や
多
様
な
事
業
な
ど
、
稼
げ
る

チ
ャ
ン
ス
に
挑
戦
で
き
る
環
境
整
備
や
雇

用
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
市
民
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
本
市
に

住
み
た
い
と
考
え
る
方
に
と
っ
て
暮
ら
し

や
す
い
、
誇
り
に
思
え
る
「
暮
ら
し
や
す

さ
日
本
一
の
栃
木
市
」
を
目
指
し
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
雇
用
創
出
と
企
業
誘
致

〇
学
校
給
食

宮本 陽介 議員

とちぎ希望
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制
度
上
、
本
市
の
裁
量
で
市
税

の
減
税
が
可
能
か
不
可
能
か

　
地
方
税
法
お
よ
び
栃
木
市
自
治
基
本
条

例
に
基
づ
き
、
自
治
体
の
裁
量
に
よ
っ
て

税
率
を
引
き
下
げ
た
り
、
税
目
を
廃
止
し

た
り
す
る
余
地
が
ど
こ
ま
で
残
さ
れ
て
い

る
の
か
、
そ
の
制
度
的
限
界
と
栃
木
市
に

お
け
る
、
そ
れ
ら
の
適
用
の
可
能
性
に
つ

い
て
法
的
見
解
を
伺
う
。

　
令
和
6
年
度
の
確
定
決
算
に
お
け
る
市

税
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
歳
入
の
割

合
は
何
％
か
を
伺
う
。
本
市
に
お
け
る

固
定
資
産
税
の
標
準
税
率
は
１・
４
％
、

標
準
税
率
を
例
え
ば
０・
１
％
、
０
・

０
１
％
、
０・
０
０
１
％
ま
で
下
げ
る
こ

と
は
、制
度
上
、可
能
か
不
可
能
か
伺
う
。

答
弁
佐
藤
経
営
管
理
部
長

行
政
サ
ー
ビ
ス
維
持
の
た
め
、

現
行
の
税
率
で
課
税
が
必
要

　
令
和
6
年
度
決
算
に
お
け
る
市
税
に
対

す
る
固
定
資
産
税
の
割
合
は
約
48・
４
％
、

一
般
会
計
歳
入
に
対
す
る
割
合
は
約
13
・

２
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
固
定
資
産
税
は
、
土
地
、
家
屋
お
よ
び

償
却
資
産
の
所
有
者
に
対
し
て
課
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
制
度
上
0
％
と

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
税
率
を

下
げ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　
固
定
資
産
税
は
、
本
市
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
し
て
い
く
財
源
を
安
定
的
に
確

保
す
る
た
め
に
、
現
行
の
税
率
で
課
税
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

●�

地
方
税
の
減
税
・
廃
止
に

関
す
る
自
治
体
の
裁
量

傳法谷 三保子 議員

無会派

市
と
し
て
、
よ
り
一
層
の
認
知

症
早
期
発
見
の
啓
発
活
動
を

　
認
知
症
は
、
65
歳
以
上
の
５
人
に
１
人

が
発
症
す
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
身
近
な

病
気
で
あ
る
。
現
代
医
学
で
は
認
知
症
を

完
治
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、早
期
治
療
で
改
善
が
期
待
で
き
、

適
切
な
ケ
ア
で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り
家
族
と

長
く
暮
ら
せ
る
幸
せ
の
た
め
に
、
認
知
症

を
早
期
発
見
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁
寺
内
保
健
福
祉
部
長

認
知
症
の
治
療
薬
に
よ
る
早
期

治
療
に
つ
い
て
の
周
知
に
取
り

組
ん
で
い
る

　
認
知
症
の
早
期
発
見
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
初
期
段
階
か
ら
の
治
療
に
よ
り
、

認
知
機
能
の
低
下
を
遅
ら
せ
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
の
生
活
を
可
能
な
限
り
継
続
で

き
る
こ
と
や
、
認
知
症
と
い
う
病
気
を
受

け
止
め
、
家
族
と
と
も
に
、
本
人
が
望
む

暮
ら
し
方
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く

の
か
を
考
え
、
事
前
に
準
備
が
で
き
る
こ

と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
本
市
で
は
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
に
対
し
て
初
期
の
段
階
か
ら
関
わ

り
、
適
切
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
う
認
知
症
初
期

集
中
支
援
事
業
、
お
よ
び
初
期
の
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
治
療
薬
に
よ
る
早

期
治
療
に
つ
い
て
の
周
知
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
、
脳
の
健
康
度
を
測

定
し
、
発
症
リ
ス
ク
の
軽
減
や
早
期
対
応

に
つ
な
が
る
認
知
症
予
防
教
室
も
実
施
し

て
い
く
。

〇
指
定
難
病

●
認
知
症
早
期
発
見
の
為
の

　
取
り
組
み

野尻 正彦 議員

　　かがやき

栃木市が発行している
認知症ガイドブック

　認知症の高齢者等が日常生活における偶然の事故により、法律上の賠償責任を負った場
合に、保険金の支払いを受けることができる制度です。市が保険契約者となり、保険料は
市が全額負担します。加入対象者の要件がありますので、詳しくはお問い合わせください。

■地域包括ケア推進係　☎21-2244 

認知症
高齢者等
個人賠償
責任保険

　認知症により外出中に行方不明になる恐れのある方に、QR
コードが印刷された見守りシールを交付します。シールは対象者
の衣類や持ち物に貼付し、QRコードが読み取られると家族へ
メールが届きます。詳しくはお問い合わせください。

■地域包括ケア推進係　☎21-2244

見守り
シールの
交付 見守りシール

（見本）

～認知症になっても安心して暮らせるまちに～

栃木市

活用できるサービスなど

認知症に関する相談窓口

◎地域包括支援センター
　認知症地域支援推進員が配置されておりますので、認知症の相談や介護サービスの利用について、
お気軽にご相談ください。

※吹上は皆川・寺尾地区を、国府は大宮地区を、都賀は西方地区をそれぞれ所管しています。

21-2245
31-1002
27-3855
43-9226

62-0911
29-1104
55-7782
21-2171認知症初期

集中支援チーム

　運転免許証を自主返納した方に『蔵タク』や『ふれあいバス』の回数券を交付します。
返納に納得しないなどの場合は、かかりつけの医師から話をしてもらうなど、本人の意思
を尊重して対応を検討しましょう。

■交通防犯課　☎21-2153

運転免許証
自主返納
支援制度

　認知症の症状がある高齢者の方等が行方不明になった時の早期発見・
早期保護につなげるため、緊急時に必要な情報を常に携帯することが
できる小型の容器を配付します。

■地域包括ケア推進係　☎21-2244

安心見守り
カプセル
配付

　事業者との契約・取引に関するトラブルや商品の品質・安全性に関するトラブルなど、
消費生活に関する相談に消費生活相談員が対応します。相談内容に応じて専門的な相談
機関を紹介する場合があります。

■栃木市消費生活センター　☎23-8899

消費生活
相談

とち介
の

栃木市保健福祉部地域包括ケア推進課　　　　2026年３月発行
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市
民
に
疑
念
を
抱
か
せ
な
い

公
平
・
公
正
な
市
政
運
営
を

　
市
長
の
親
族
企
業
は
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス

３
路
線
の
運
行
契
約
を
結
ん
で
お
り
、
新

た
に
今
年
度
か
ら
栃
木
北
中
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
契
約
を
締
結
し
た
。
学
校
給
食

の
配
送
業
務
も
委
託
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
市
民
か
ら

問
題
視
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
法
的

に
は
問
題
が
な
く
て
も
政
治
倫
理
的
に
は

大
き
な
問
題
が
あ
る
。
市
民
か
ら
疑
念
を

持
た
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
る
が
、
現
状
に
対
す
る
認
識

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、見
解
を
伺
う
。

答
弁
琴
寄
市
長

今
後
も
高
い
倫
理
観
を
保
持
し
、

市
政
に
取
り
組
ん
で
い
く

　
こ
れ
ま
で
、
市
長
を
目
指
し
て
き
た
中

で
、
親
族
企
業
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

市
民
か
ら
不
正
の
疑
惑
を
持
た
れ
る
恐
れ

の
な
い
よ
う
、
そ
の
経
営
上
に
お
け
る
関

わ
り
を
全
て
排
除
す
る
と
と
も
に
、
経
済

的
利
益
の
提
供
も
受
け
な
い
こ
と
に
よ

り
、
政
治
倫
理
の
保
持
に
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
き
た
。

　

現
在
、
本
市
に
お
い
て
は
、
市
長
、
副

市
長
お
よ
び
教
育
長
の
政
治
倫
理
の
確
立

を
図
る
た
め
の
規
律
の
基
本
と
し
て
、
栃

木
市
長
等
政
治
倫
理
規
範
を
定
め
て
お

り
、
私
と
親
族
企
業
と
の
政
治
倫
理
に
関

わ
る
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
程
に
抵

触
す
る
も
の
は
一
切
な
く
、
問
題
は
な
い

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
市
政
を
あ
ず
か
る
者
と
し
て

そ
の
責
務
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
市

民
の
信
頼
に
値
す
る
高
い
倫
理
観
を
保
持

し
、
市
政
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
新
市
長
の
市
政
運
営

〇
家
庭
ご
み
収
集
の
あ
り
方

〇
蔵
タ
ク
・
ふ
れ
あ
い
バ
ス

　
乗
継
制
度
の
廃
止

白石 幹男 議員

無会派

見
え
な
い
不
安
を
見
え
る
安
心

へ
変
え
る
情
報
発
信
を
求
め
る

　
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
多
く
聞
か
れ
る
の

は
、「
イ
ノ
シ
シ
が
ど
こ
ま
で
来
て
い
る

の
か
分
か
ら
ず
、
危
険
か
ど
う
か
分
か
ら

な
い
」「
ど
こ
で
被
害
が
起
き
て
い
る
の

か
見
え
な
い
」「
今
後
ど
う
な
る
の
か
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
不
安
の
声
で
あ
る
。

　
周
辺
住
民
お
よ
び
渡
良
瀬
遊
水
地
を
訪

れ
る
利
用
者
の
安
心
安
全
確
保
の
観
点
か

ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用

し
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
情
報
提
供
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
髙
野
産
業
振
興
部
長

分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
方
法

を
検
討
し
て
い
く

　
イ
ノ
シ
シ
に
関
す
る
情
報
の
周
知
に
つ

い
て
、
イ
ノ
シ
シ
は
そ
の
習
性
上
、
一
日

で
数
キ
ロ
移
動
す
る
こ
と
も
あ
り
、
明
確

に
そ
の
時
々
の
「
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害

が
想
定
さ
れ
る
場
所
」
を
特
定
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
場
所
で

の
複
数
回
の
目
撃
情
報
や
、
１
カ
所
に
と

ど
ま
る
等
、
人
的
被
害
の
危
険
性
が
あ
る

場
合
に
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
に
よ
る
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
渡
良
瀬
遊
水
地
内
の
イ
ノ
シ
シ

の
推
定
生
息
数
、
捕
獲
状
況
、
被
害
発
生

状
況
、
事
故
・
目
撃
地
点
な
ど
の
情
報
に

つ
い
て
は
、
渡
良
瀬
遊
水
地
連
携
捕
獲
協

議
会
等
と
連
携
し
、
周
辺
住
民
お
よ
び
利

用
者
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信

方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

〇
市
民
協
働
に
よ
る
シ
テ
ィ

　
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

●
渡
良
瀬
遊
水
地
に
お
け
る

　
イ
ノ
シ
シ
対
策

石川 悦史 議員

　　真政クラブ
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地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

ゴ
ル
フ
を
活
か
そ
う
！

　
栃
木
市
に
は
、
す
で
に
他
市
に
は
な
い

ゴ
ル
フ
資
源
の
集
積
が
あ
る
。
必
要
な
の

は
、
点
在
す
る
資
源
を
「
ま
ち
づ
く
り
」

の
視
点
で
束
ね
、
観
光
、
産
業
、
健
康
、

交
流
、
移
住
定
住
へ
と
つ
な
げ
る
行
政
の

意
志
と
設
計
で
あ
る
。

　
ゴ
ル
フ
が
で
き
る
ま
ち
で
は
な
く
、
ゴ

ル
フ
を
活
か
し
て
人
が
集
い
、
め
ぐ
り
、

消
費
し
、
関
わ
り
続
け
る
ま
ち
と
し
て
、

栃
木
市
の
新
し
い
価
値
を
打
ち
出
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
ま
た
、
こ
の
構
想
を
栃
木
市
の
新
た
な

地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
し
て
推
進
す
る
意

志
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答
弁
琴
寄
市
長

「
ゴ
ル
フ
の
街
栃
木
市
構
想
」を

推
進
し
て
い
く

　

本
市
に
は
、
栃
木
県
で
１
番
、
全
国
で

も
有
数
の
ゴ
ル
フ
資
源
が
集
積
し
て
お

り
、
こ
れ
は
他
の
自
治
体
に
は
な
い
本
市

の
強
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
資
源
が
単
に
点
在
し
た
ま
ま
で
は
、「
ゴ

ル
フ
が
で
き
る
ま
ち
」
に
と
ど
ま
っ
て
し

ま
う
た
め
、
宿
泊
、
飲
食
、
農
業
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
事
業
者
と
有
機
的
に
連
携

し
、
市
全
域
に
お
け
る
周
遊
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、本
市
の
魅
力
を
高
め
、

消
費
拡
大
お
よ
び
関
係
人
口
の
創
出
へ
と

つ
な
げ
て
い
く
。

　

ま
た
、「
ゴ
ル
フ
の
街
栃
木
市
構
想
」

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

観
光
や
産
業
の
振
興
、
健
康
増
進
、
関
係

人
口
の
拡
大
、
移
住
定
住
の
促
進
と
い
っ

た
本
市
の
重
要
施
策
と
も
深
く
連
動
す
る

こ
と
か
ら
、
大
変
意
義
深
い
も
の
と
受
け

止
め
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き
、
推
進
し

て
い
く
。

●�

ゴ
ル
フ
の
街
栃
木
市
構
想

が
つ
く
る
未
来

大浦 兼政 議員

とちぎ未来

将
来
も
、
現
役
世
代
が

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
！

　
本
市
の
20
年
後
の
生
産
年
齢
人
口
は
約

２
万
７
千
人
減
少
し
、
一
方
で
75
歳
以
上

の
人
口
は
長
寿
化
に
よ
り
約
３
千
９
百
人

増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　
医
療
・
介
護
の
現
場
を
支
え
る
担
い
手

不
足
や
国
の
病
床
数
削
減
の
流
れ
を
踏
ま

え
る
と
、
高
齢
者
の
受
け
皿
機
能
が
縮
小

し
、
現
役
世
代
の
看
護
・
介
護
負
担
が
重

く
な
ら
な
い
か
心
配
で
あ
る
。
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
体
制
支
援
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁
琴
寄
市
長

医
療
・
介
護
の
提
供
体
制
の
維

持
に
向
け
適
宜
適
切
な
対
応
を

行
う

　
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
栃
木
県

保
健
医
療
計
画
に
お
い
て
救
急
医
療
圏
域

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
各
圏
域
の
輪
番
制

の
二
次
救
急
医
療
機
関
は
、
栃
木
救
急
医

療
圏
で
は
と
ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

し
も
つ
が
お
よ
び
獨
協
医
科
大
学
病
院

が
、
西
方
地
域
を
含
む
鹿
沼
救
急
医
療
圏

で
は
西
方
病
院
の
ほ
か
、
鹿
沼
市
内
の
２

病
院
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

２
次
救
急
医
療
機
関
は
救
急
搬
送
の
受

け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
し

で
も
身
近
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

安
心
で
き
る
救
急
医
療
体
制
の
確
保
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
生
産
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
救
急

医
療
や
在
宅
医
療
の
体
制
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
医
療
従
事
者
等
の
人
材
育

成
と
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
20
年
先
を
見

据
え
た
際
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
県
、
医
療
機
関
お
よ
び
郡
市

医
師
会
等
と
連
携
し
、
適
宜
適
切
な
対
応

を
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
も
計
画
に
基
づ

き
、
介
護
施
設
数
の
適
正
化
を
図
り
な
が

ら
在
宅
介
護
の
提
供
体
制
が
今
後
も
持
続

可
能
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
適
切
な
対
応

を
行
っ
て
い
く
。

●�

持
続
可
能
な
医
療
・
介
護

体
制
を
確
保
す
る
た
め
に

〇
消
防
活
動
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

〇
公
共
交
通
及
び
福
祉
輸
送

永島 勝 議員

無会派
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自
主
財
源
確
保
の
た
め
に

都
賀
イ
ン
タ
ー
南
側
の
開
発
を

進
め
る
べ
き

　
都
賀
イ
ン
タ
ー
の
供
用
開
始
か
ら
26
年

が
経
過
し
た
が
、
周
辺
の
風
景
は
当
時
と

全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
地
域
に
対

す
る
行
政
の
認
識
は
「
農
地
法
の
規
制
や

優
良
農
地
と
い
う
現
状
な
ど
か
ら
法
的
な

ハ
ー
ド
ル
が
非
常
に
高
く
開
発
で
き
な

い
。」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
自
主
財
源
を
確
保
し
、
安
定
し
た
財
政

運
営
を
目
指
す
た
め
に
は
、
こ
の
地
域
の

土
地
利
用
に
向
け
て
突
破
口
を
見
出
す
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
本
市
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
こ
の

地
域
の
開
発
の
駒
を
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
琴
寄
市
長

土
地
利
用
の
調
整
を
図
り
な
が
ら

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
事
業
化
に

取
り
組
む

　
都
賀
イ
ン
タ
ー
南
側
は
、
平
成
２
年
度

か
ら
平
成
14
年
度
に
か
け
て
土
地
改
良
が

行
わ
れ
た
場
所
で
あ
る
が
、
こ
の
地
域
の

土
地
利
用
は
合
併
前
か
ら
課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、

農
業
後
継
者
が
減
少
し
て
い
る
現
状
が
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
主
要
地
方
道
宇
都
宮

亀
和
田
栃
木
線
の
４
車
線
化
の
推
進
に
伴

い
、
都
賀
イ
ン
タ
ー
南
側
の
開
発
適
地
と

し
て
の
価
値
が
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
土
地
利
用
の

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
市
に
よ
る
産
業
団

地
の
整
備
や
地
域
未
来
投
資
促
進
法
を
活

用
し
た
民
間
開
発
の
支
援
な
ど
の
検
討
を

進
め
、
国
や
県
と
協
議
を
行
い
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
事

業
化
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

●
本
市
の
財
政
状
況
と

　
今
後
の
財
源
確
保

〇
本
市
出
身
の
偉
人
の
顕
彰

中島 克訓 議員

かがやき

想
定
を
上
回
る
人
口
減
少
を
反

映
し
適
正
配
置
基
本
構
想
の
見

直
し
を

　
直
近
の
出
生
数
か
ら
予
測
さ
れ
る
児
童

生
徒
数
は
、
現
在
の
栃
木
市
立
小
中
学
校

適
正
配
置
基
本
構
想
の
策
定
当
時
に
推
計

し
た
数
値
か
ら
大
幅
に
下
振
れ
を
す
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
小
中
学
校
を

適
正
規
模
で
配
置
す
る
た
め
に
は
、
同
構

想
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

同
構
想
の
策
定
の
背
景
と
目
的
、
学
校
の

統
合
を
前
提
と
し
た
適
正
配
置
の
考
え
方

を
ど
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁
五
十
畑
教
育
次
長

地
域
全
体
に
と
っ
て
望
ま
し
い

学
校
の
適
正
配
置
の
実
現
を
目

指
す

　
全
国
的
な
少
子
化
に
よ
り
、
多
く
の
学

校
で
児
童
生
徒
数
の
減
少
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り

良
い
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成

31
年
１
月
に
「
栃
木
市
立
小
中
学
校
適
正

配
置
基
本
構
想
」
を
策
定
し
た
。

　
こ
の
構
想
で
は
、
児
童
生
徒
が
集
団
の

中
で
切
磋
琢
磨
し
、
社
会
性
や
規
範
意
識

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
適

正
な
学
校
規
模
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
、

小
学
校
で
は
１
学
年
２
ク
ラ
ス
か
ら
３
ク

ラ
ス
、
中
学
校
で
は
１
学
年
３
ク
ラ
ス
か

ら
６
ク
ラ
ス
を
「
望
ま
し
い
規
模
」
と
定

め
、
本
市
の
地
域
自
治
制
度
で
設
定
さ
れ

て
い
る
８
つ
の
地
域
ご
と
に
、
２
０
４
０

年
ま
で
の
望
ま
し
い
学
校
数
を
示
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
学
校
の
統
合
再
編
に
あ
た
っ
て

は
、
行
政
が
一
方
的
に
進
め
る
の
で
は
な

く
、
各
地
域
で
の
保
護
者
説
明
会
や
地
元

代
表
協
議
会
に
よ
る
合
意
形
成
、
統
合
準

備
会
に
よ
る
協
議
を
経
て
、
地
域
全
体
に

と
っ
て
望
ま
し
い
学
校
の
適
正
配
置
の
実

現
を
目
指
し
て
い
る
。

●
小
中
学
校
の
統
合
再
編

小平 啓佑 議員

　とちぎ希望
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栃
木
市
の
財
政
再
建
に
向
け

覚
悟
を
も
っ
て
取
り
組
み
を
！

　
今
後
、
毎
年
60
億
円
も
の
予
算
不
足
が

試
算
さ
れ
る
危
機
的
な
状
況
で
あ
る
。

　
予
算
な
く
し
て
施
策
な
し
。
新
市
長
に

は
、
目
の
前
に
あ
る
財
政
危
機
を
相
当
な

決
意
を
も
っ
て
打
開
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

　
そ
れ
に
は
、
時
に
は
泥
を
か
ぶ
る
気
概

が
な
け
れ
ば
不
可
能
と
考
え
る
。

　

今
後
は
い
ば
ら
の
道
が
予
想
さ
れ
る

が
、
財
政
再
建
に
向
け
た
覚
悟
を
伺
う
。

答
弁
琴
寄
市
長

持
続
可
能
な
市
政
運
営
を
進
め

て
い
く

　
本
市
の
財
政
状
況
は
、
経
常
収
支
比
率

の
上
昇
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
財
政
の
硬

直
化
が
進
ん
で
お
り
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
市
政
運
営
を
行
う
た
め
に
、
財

政
健
全
化
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
私
は
、
財
政
健
全
化
を
単
な
る
歳
出
削

減
や
我
慢
の
た
め
の
取
り
組
み
で
は
な

く
、「
暮
ら
し
や
す
さ
日
本
一
の
栃
木
市
」

を
実
現
す
る
た
め
の
基
盤
づ
く
り
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
公
共
施
設
の
適
正
配
置
や

Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど

に
よ
る
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
進
め
る

と
と
も
に
、
企
業
誘
致
や
産
業
・
農
業
の

振
興
に
よ
る
雇
用
の
創
出
や
地
域
経
済
の

活
性
化
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
今
後
は
、
行
財
政
改
革
に
よ
る
財
政
基

盤
の
強
化
と
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ

る
「
稼
げ
る
栃
木
市
」
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
両
輪
と
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
る
持
続
可
能

な
市
政
運
営
を
進
め
て
い
く
。

●
栃
木
市
の
行
財
政

広瀬 義明 議員

とちぎ未来

栃
木
駅
南
口
周
辺
開
発
に
対
す
る

想
い
は

　
私
に
と
っ
て
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
一

丁
目
一
番
地
は
本
市
が
有
す
る
合
計
12
カ

所
の
Ｊ
Ｒ
・
東
武
線
各
駅
周
辺
の
区
画
整

理
で
あ
る
。

　
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
市
の
玄
関
口
で

あ
る
栃
木
駅
南
口
周
辺
の
区
画
整
理
と
駅

周
辺
開
発
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
過
去
の

一
般
質
問
で
何
度
も
提
案
し
て
き
た
が
、

市
の
反
応
は
消
極
的
で
あ
っ
た
と
感
じ
て

い
る
。
改
め
て
市
街
地
の
再
整
備
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁
斉
木
都
市
建
設
部
長

中
心
市
街
地
の
課
題
解
決
を
図
る

　
旧
栃
木
警
察
署
跡
地
に
お
け
る
観
光
交

流
拠
点
に
つ
い
て
は
、
誰
も
が
利
用
し
や

す
い
観
光
の
起
点
と
な
る
交
流
や
出
会
い

の
場
と
し
て
、
駐
車
場
、
多
目
的
広
場
、

ト
イ
レ
、
休
憩
施
設
と
い
っ
た
機
能
を
整

備
す
る
も
の
で
あ
り
、
新
た
な
賑
わ
い
を

生
み
出
し
、
ま
ち
な
か
の
活
力
と
魅
力
を

高
め
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
栃
木
駅
南
口
の
再
整
備
に
つ
い
て
は
、

現
状
で
は
農
地
と
し
て
の
土
地
利
用
が
図

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
駅
周
辺
の
開
発

事
例
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
の
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
本
市
に
お
い
て
も
中
心

市
街
地
の
空
洞
化
や
人
口
密
度
低
下
の
抑

制
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
解

決
を
図
る
た
め
、
都
市
再
生
整
備
計
画
を

策
定
し
、
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
11
年
度

ま
で
を
事
業
期
間
と
し
て
、
国
の
支
援
を

受
け
、
住
環
境
の
向
上
や
交
流
人
口
の
増

加
を
目
指
し
、
事
業
を
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

〇
入
札
制
度

●
琴
寄
市
長
の
提
言

市村　隆 議員

真政クラブ
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栃木市議会ハラスメント研修会を実施（栃木市議会議員研修会）

議員定数および議員報酬の検討状況

　本市議会では市民に信頼され開かれた議会運営を実現するため、毎年議員研修会を実施しています。
　今回は市と地域創生に係る包括連携協定を締結してい
るあいおいニッセイ同和損害保険株式会社様の協力のも
と、5月21日に「『それ、ハラスメントです』-組織を守
る第一歩-」を演題にハラスメント研修会を開催しました。
　研修会では、ハラスメント対策の重要性や多様化する
ハラスメントの実態について、実例を上げて分かりやす
くご説明いただきました。
　この研修会を通じて、ハラスメント防止の重要性を再
確認し、ハラスメントを起こさない、許さないためにど
のような対策を取るべきかを学ぶことができました。

　本市議会の議員定数は、令和2年3月に30人から28人に改められ、令和4年4月に任期満了に伴う選
挙を実施しましたが、令和2年度に設置された議員定数検討委員会より、引き続き、審議をしていくと
の報告がなされていました。
　また、昨今の議員のなり手不足問題の背景には、議員報酬の低さが影響していることも考えられ、
特に若者・子育て世代に議員の魅力を理解してもらうためにも、議員の報酬額について検討する必要
があるとの理由から前任期（令和4年4月25日から令和8年4月24日）中である、令和6年6月に議長の
諮問機関として「議員定数及び議員報酬検討委員会」が設置されました。
　委員会からは、令和7年10月8日に議員報酬を増額するという方向性で引き続き検討を進めるとした
報告書が議長あてに提出され、報告書には今期の報告書を参考に継続して検討を進め、最終結論を出
すよう要望する旨も記載されています。
　今任期においても、氏家議長により「議員定数及び議員報酬検討委員会」が
設置され、議員の定数と報酬額について検討を行っています。

栃木市議会の取り組み
　栃木市議会ではハラスメント防止ロードマップを令和7年12月17日に策定しました。
　ロードマップでは、定期・継続的に全議員を対象としたハラスメント研修会を実施することとし
ており、本研修会もこの一環として開催されました。
　今後も議員一人一人が高い倫理観をもって行動するとともに、ハラスメント防止に向けた取り組
みを実施してまいります。

前任期中に提出された議員定数及び議員報酬検討結果
報告書は栃木市議会のホームページで確認することが
できます。
	 詳細はこちらから▶

講師の講演を聞く議員
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新しい委員会が発足しました

　改選後、議長により新たな議員定数及び議員報酬検討委員会、議会改革検討委員会、議会報告会運
営委員会の3委員会が設置され、委員会の委員が決まりました。
　各委員会において、議会活動をより充実したものとするために取り組んでまいります。

議員定数及び議員報酬検討委員会

議会改革検討委員会

議会報告会運営委員会

　議員定数及び議員報酬検討委員会は、議員のなり手不足等
の課題を解消するため、議員の定数と報酬額について検討を
行っています。

　議会改革検討委員会は、近年の著しい社会情勢の変化によ
る多様な市民の要望に応え、市政の課題に迅速かつ的確に対
応するための議会改革に取り組んでいます。

　議会報告会運営委員会は、市民に対して議会の活動状況を
報告することで、市民への説明責任を果たすとともに、市民
の意見等を市政に反映させるための活動を行っています。

委 員 長　中　島　克　訓　　　副委員長　小太刀　孝　之
委　　員　傳法谷　三保子　　　委　　員　雨　宮　茂　樹
委　　員　小　平　啓　佑　　　委　　員　青　木　一　男
委　　員　小　堀　良　江

委 員 長　大　浦　兼　政　　　副委員長　小太刀　孝　之
委　　員　深　野　武　造　　　委　　員　野　尻　正　彦
委　　員　宮　本　陽　介　　　委　　員　福　富　善　明
委　　員　白　石　幹　男

委 員 長　針　谷　正　夫　　　副委員長　岩　崎　洋　則
委　　員　船　田　美　香　　　委　　員　永　島　　　勝
委　　員　宮　本　陽　介　　　委　　員　石　川　悦　史
委　　員　大　谷　好　一

  

  

  

    

  

    

  

  

  

  

  

令令和和８８年年３３月月  

栃栃木木市市議議会会  

議議会会改改革革検検討討委委員員会会  

  

議議会会改改革革検検討討委委員員会会  

検検討討概概要要報報告告書書 

 

 

議員定数及び議員報酬 

検討結果報告書 
 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

令和 7年 10月 

 

栃木市議会 議員定数及び議員報酬検討委員会 
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創志会 真政
クラブ

無会派 
白石幹男

無会派 
天谷浩明

無会派 
梅澤米満

無会派 
針谷正夫

無会派 
大谷好一 計

4月～ 6月 8月～ 3月

2 6 1 1 1 (1) 1 28 

― ― ― ― ― 6月6日 
会派解散

7月24日 
会派結成

160,948 1,579,873 277,593 14,126 121,940 18,795 9,417 3,446,636

160,948 1,579,873 277,593 14,126 121,940 18,795 9,417 3,446,636

4,000 300,900 19,360 0 55,160 0 0 761,913

0 952,760 0 0 0 0 0 952,760

0 0 0 0 0 0 0 0

119,610 225,658 234,980 0 57,600 15,264 0 1,273,304

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

37,338 100,555 23,253 14,126 9,180 3,531 9,417 458,659

160,948 1,579,873 277,593 14,126 121,940 18,795 9,417 3,446,636

4. 資料購入費
　会派が行う調査研究活動のため
に必要な図書・資料等の購入に要
する経費

5. 会議費
　会派が行う調査研究活動のため
の会議、住民からの市政に対する
要望・意見等を聴取するための会
議等に要する経費　

（例：会場費、印刷費等）

6. 人件費
　会派が行う調査研究活動を補助
する臨時の職員を雇用する経費

令和7年度政務活動  費の令和7年度政務活動  費の
収支状況を  お知らせします収支状況を  お知らせします

【政務活動費とは】
市議会議員が行う調査研究活動
等に必要な経費の一部を助成す
るものです。本市議会では、地
方自治法に基づき「栃木市議会
政務活動費の交付に関する条例」
を定め、市議会における会派（所
属議員一人の場合も含む）に対
し、使途基準によって適正に支
出されたものにのみ政務活動費
を交付しています。

令和7年度　政務活動費交付金収支状況　  （令和7年４月～令和8年３月）

※会派議員数は令和8年3月末現在、(　)内数字は再掲
※政務活動費の基準日は各月の初日� （単位：円）

また、使途の透明性・公開度を高めるため、領収書などの全
ての収支関係書類をホームページで公開しています。

詳しい内容は
ホームページを
見てね。
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会  派  名
創政会 公明党

議員会 自民未来 かがやき

4月～ 7月 8月～ 3月

議員数(人） 2 3 (8) 7 4 

議員数変更時期等 ― ― ― 7月24日 
1人離脱

6月6日 
1人加入

政務活動費申請額 152,049 237,094 169,771 361,938 343,092

政務活動費交付決定額 152,049 237,094 169,771 361,938 343,092

支　
出　
額　
内　
訳

１ 研究研修費 130,375 60,926 0 0 191,192

２ 調査旅費 0 0 0 0 0

３ 資料作成費 0 0 0 0 0

４ 資料購入費 0 140,400 128,000 256,000 95,792

５ 会議費 0 0 0 0 0

６ 人件費 0 0 0 0 0

７ その他の経費 21,674 35,768 41,771 105,938 56,108

実支出額 152,049 237,094 169,771 361,938 343,092

政　務
活動費

令和7年度政務活動  費の令和7年度政務活動  費の
収支状況を  お知らせします収支状況を  お知らせします

1. 研究研修費
　会派が研究会・研修会を開催す
るために必要な経費、または会派
の所属する議員が他の団体の開催
する研究会・研修会に参加するた
めに要する経費

（例：会場費、講師謝金、出席者
負担金・会費等）

2. 調査旅費
　会派が行う調査研究活動のため
に必要な先進地調査、または現地
調査に要する経費

（例：交通費、宿泊費等）

3. 資料作成費
　会派が行う調査研究活動のため
に必要な資料の作成に要する経費

（例：印刷製本費、翻訳料、事務
機器リース代等）

令和7年度　政務活動費交付金収支状況　  （令和7年４月～令和8年３月）

栃木市議会では政務活動費の適正な運用をするため、平成
29年4月から後払い式を導入しています。

交付上限額　月額3万円×12カ月×28人
　　　　　　※議員1人当たり　年額36万円　10,080,000円（A）
交付決定額　　　　　　　　　　　　　　　　 3,446,636円（B）
　　　　　　執行率　34.2％（B/A）
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令和 8年 8月 20 日第 71 号

目の不自由な方のために、市内の朗読ボランティアが議会だよりの音声テープを作成しておりますので、ご入用の方はお気軽
に議会事務局までお問い合わせください。　〈TEL：0282-21-2505〉

　
新
た
な
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
併
せ
て
広
報
委
員
も
新
メ
ン

バ
ー
に
て
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
過
去
に
70
号
に
及
ぶ
市
議
会
だ
よ

り
が
発
行
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
内
容
を
お
伝

え
で
き
る
よ
う
、
委
員
一
同
全
力
で

作
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
信
頼
い
た
だ

け
る
議
会
を
目
指
し
、
議
会
の
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
内
容
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感

想
等
を
お

待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

今
後
の
市

議
会
だ
よ

り
に
ご
期

待
く
だ
さ

い
！
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長
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法
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子

野

尻

正

彦

小

平

啓

佑

栃
木
市
議
会
広
報
委
員
会

会議中継等をぜひご覧ください

議場での傍聴
●傍聴席でご覧いただけます
・予約は必要ありません。
・�市役所本庁舎４階の議場に直接おいでいた

だき、傍聴席入口で、傍聴受付簿（カード）
に住所、氏名を記入してください。

・�車椅子が必要な方は、傍聴される前日まで
に議会事務局まで

　ご連絡ください。

ご自宅等でも
●生中継
本会議の様子は栃木ケーブルテレビ・
インターネットで中継しています。
◯ケーブルテレビ（地上デジタル112チャンネル）
　リモコンで「11」を選局し、チャンネル
　の上ボタンを押してください。
◯インターネット
　議会のホームページからご覧ください。
　本会議を全て配信しています。
●録画放送（インターネット）
・過去の本会議が見られます。
・スマートフォンなどで二次元
　コードを読み取ると簡単です。

テレビでも、パソコンでも、スマホでもＯＫ

議会中継のページ

議会を見る方法は

9月定例会の予定（変更になる場合があります）

　日程と一般質問の内容は、確定次第、ホー
ムページ等でお知らせするほか、８月２７日

（木）に新聞折り込みを予定しています。
　一般質問の様子は、ケーブルテレビや市議
会のホームページ、YouTubeからもご覧いた
だけます。
　ぜひご覧ください。

栃木市
マスコットキャラクター

とち介

日 月 火 水 木 金 土
8/23 24 25 26 27 28 29

本会議

議案等提案
新聞折込 決算特別委員会

正副委員長互選
30 31 9/1 2 3 4 5

本会議

『一般質問』
6 7 8 9 10 11 12

決算特別委員会 常任委員会・決算特別委員会分科会

会派質問 （総務） （民生） （産業教育）
13 14 15 16 17 18 19

常委・決特

（建設）
20 21 22 23 24 25 26

敬老の日 国民の休日 秋分の日
決算特別委員会

分科会長報告
27 28 29 30 10/1 2 3

本会議

議案等採決


